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今月の表紙
８月１５日、九重文化センターで二十歳の
つどいが開催されました。
▶関連記事は４ページから掲載

特集「九重町こども家庭センターへご相談ください」

https://www.town.kokonoe.oita.jp/https://www.town.kokonoe.oita.jp/
2024 9No.820



九重町こども家庭センターへご相談ください

　令和6 年4 月より九重町こども家庭センター（九重町役場１階 子育て支援課内）が設置されました。
　センターでは児童福祉部門と母子保健部門を一体化し、連携しながら、妊娠・出産から子育て期間にお
いて切れ目のない支援をしていきます。
　妊産婦さん、お子さん（０～18 歳）、そのご家族のみなさん、何でも気軽にご相談ください。母子保健部
門については、引き続き、保健福祉センターが事業等を実施し、児童福祉部門と連携し支援につなげてい
きます。

子育ての心配、子ども自身の悩み、ヤングケアラーなどあらゆる相談を受け付けています。
・�乳幼児の子育て（落ち着きがない、発達、友達とうまく遊べない、離乳食など）、しつけ、いじめや不

登校、家出、暴力、盗み、交友関係等のこどもの問題行動

悩みをかかえこまずに、
いっしょに考えていきましょう。

児童虐待を受けたと思われる、または児童虐待の疑いがある児童を発見した場合、
すべての国民に通告する義務があります。虐待の疑いがあれば通告をお願いします。
・�大人の怒鳴り声やこどもの泣き叫ぶ声が頻繁に聞こえる・不自然なあざがある。
・�夜こどもが外に出されている・棄児や置き去り児を発見した。
・�一刻を争うような緊急事態には、110 番通報をしてください。

会　　場 月　　日 時　　間

野上公民館 寄り合いカフェ 第1 土曜日の前日金曜日 14：00 ～15：30

飯田公民館 寄り合いカフェ 第2 土曜日の前日金曜日 14：00 ～15：00

東飯田公民館 寄り合いカフェ 第3 土曜日の前日金曜日 10：30 ～12：00

南山田公民館 寄り合いカフェ 第4 土曜日の前日金曜日 14：00 ～15：30

ここのえ子育て交流センター 第2 週目の火曜日 15：00 ～16：30

お問い合わせ：九重町役場　子育て支援課　こども家庭センターTEL0973-76-3876

※�一部のIP 電話から
   はつながりません。

各地 区の公民 館で開催される地 域 食 堂前日の
「寄り合いカフェ」でお待ちしています☆
ほっと一息、おはなしにきませんか？

下記の日以外のご相談も
随時受け付けております!

こどもに関するご相談

児童虐待についてのご相談
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まちの話題
7

24 1００歳おめでとうございます！

１００歳を迎えられた時松澄雄さん（中央）

　７月２９日に時松澄雄さんが１００歳の誕生日を迎えられ
ました。２４日に日野町長がお宅を訪問し、祝い状・花束・
記念品を贈りお祝いしました。時松さんは九重町飯田で
生まれ育ちました。若い頃から日記をつける事が日課で現
在も続けられています。また、戦時中に台湾へ出征した
経験から「生きて帰ったからには長生きしよう」と思われた
そうです。この日も「１２０歳まで生きます！」と力強く語ら
れていました。いつまでもお元気で長生きしてください。

7
  16 人権擁護委員感謝状伝達式

麻生夕子さん（左から２番目）

　７月１日をもって人権擁護委員を退任された麻生夕子
さんの感謝状伝達式が町長室で行われました。
　麻生さんは平成２７年７月から９年間にわたって活動さ
れ、男女共同参画部会会長を務めるなどの活躍をされ
ました。感謝状の伝達後、祝辞が贈られ、麻生さんは
「人権擁護委員になったことでたくさんの方と知り合う
ことができ、人権意識を高めることができました。」と
話されていました。

8
8 九州学童軟式野球大会出場！

淮園若はね少年野球団の皆さん

　８月８日、淮園若はね少年野球団の皆さんが九重町
役場を訪れ、第３７回九州学童軟式野球大会の出場報
告を行いました。７月に開催された大分県大会で３位と
なり、県代表として出場しました。1 回戦で沖縄県代
表と対戦し０－１で惜敗という結果でした。キャプテンの
大蔵穂高さんは「みんなで最後まであきらめずにプレー
することができた」と大会をふり返っていました。また、
次回の県大会では今大会で敗れたチームと再戦するこ
とが決まっており、日野町長は「悔しい気持ちを糧にし
て挑戦してほしい。」と激励のことばをおくっていました。

8
  4 くじゅうフェス2024

のこぎりや金槌を使った巣箱づくり体験

　８月４日、長者原園地にて「くじゅうフェス２０２４」が開
催されました。
　黒岩山や三俣山を周回し絶景を堪能する山歩き、タ
デ原湿原の朝散歩や早朝高原ヨガなど、くじゅうの自
然を満喫するプログラムが行われました。会場では、
子どもから大人まで楽しめるさまざまな展示・体験ブー
ス、飲食・雑貨等のマーケットブースもあり、多くの参
加者が山の日を前にくじゅうの自然に親しみ楽しんでい
ました。また、参加者の中には子どもたちの姿も見られ、
夏休みの楽しい思い出づくりの場となっていました。
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8
15 二

は た ち
十歳のつどい

まちの話題

出席者を代表して謝辞を述べた筬嶋歩武さん日野町長（右）から二十歳の証書を授与される野上和人さん（左）

　８月１５日、「二
は た ち

十歳のつどい」が九重文化センターにて開催されました。
全６７名中５２名が参加され、式典の様子は映像配信も行われました。出席者のみなさんは久しぶりに再会した友人と
談笑したり写真撮影をしたりと楽しまれていました。
　式典では、出席者を代表して野上和人さんに二十歳の証書が授与され、謝辞を筬嶋歩武さんが述べました。

二十歳の皆さんおめでとうございます！
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　玖珠美山高校は、開校から１０年目を迎えました。現在、各学年普通科３クラス、地域産業科１クラスの
計１２クラスで、「自立・創造・協同」の校訓のもと、生徒は各自の進路達成を目指し、日々勉強や部活動に
主体的に取り組んでいます。

・男・女ホッケー部　優　勝（九州大会出場）
・なぎなた部　演　　技　第３位（全国大会・九州大会出場）
　　　　　　 個人試合　優　勝（全国大会・九州大会出場）

・男子ホッケー部　優　勝（全国大会出場）
・女子ホッケー部　第２位（全国大会出場）
・なぎなた部　個人試合　第５位

・なぎなた部　個人試合　第２位

・吹奏楽部　小編成部門　銀賞　

・美術部　推奨３名　　

・レシテーション（暗唱）の部　最優秀賞（全国大会出場）

・書道部　優秀２名（うち 1 名　九州総文出場）推奨９名

・美術・工芸部門　出場　

玖珠美山高等学校
がんばってます！

進 路実 績

部活 動等実 績
第72 回大分県高等学校総合体育大会

全九州高等学校体育大会

全国高等学校総合体育大会（北部九州総体２０２４）

第61回大分県吹奏楽コンクール

第42 回高山辰雄賞ジュニア美術展

令和６年度全国商業高等学校英語スピーチコンテスト大分県大会

第60 回席上揮毫大会

全国高等学校総合文化祭（ぎふ総文２０２４）

直近３年間の主な進路実績

国立大学　４１名 私立大学　111 名 就職　53 名

九州大学� 1
広島大学� 1
熊本大学� 4
長崎大学� 1
鹿児島大学� 1
佐賀大学� 2
大分大学� 3
山口大学� 1
島根大学� 1
高知大学� 1
愛媛大学� 2
兵庫県立大学� 1
山口県立大学� 2
高知工科大学� 2

下関市立大学� 1
周南公立大学� 2
北九州市立大学� 1
熊本県立大学� 1
長崎県立大学� 3
他� 10

山梨学院大学� 4
青山学院大学� 1
神奈川大学� 2
駒澤大学� 2
近畿大学� 1
立命館大学� 2
関西大学� 1
上智大学� 1
同志社女子大学� 1
福岡大学� 5
西南学院大学� 1
久留米大学� 5
立命館アジア太平洋大学� 1
他 � 84

九重町役場� 1
玖珠町役場� 1
自衛官（一般曹候補生）� 5
日本郵便（株）九州支社� 1
名水美人� 2
大分県警察� 1
（株）公月測量設計� 2
トッパンパッケージプロダクツ福岡工場（株）�1
クス精密� 2
他� 37

大学校・短期大学・
専門学校　111 名

大分県立農業大学校� 8
大分県立工科短期大学校� 4
大分県立芸術文化短期大学�10
別府大学短期大学部� 8
大分リハビリテーション専門学校�1
藤華医療技術専門学校� 5
他� 75
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玖珠美山ってどんな学校？

美山高校躍進の秘密

（ ）

　進路に応じて、分かりや
すく、力のつく授業を受け
ることができます。少人数
や個別の指導で丁寧に対
応してくれるので、安心し
て勉強に取り組めます。

　美山高校は学校行事や
地域との連携にも力を入れ
ています。 定期的に開催
する「美山マルシェ」では、
地域産業科の手作りの野
菜、草花、ジャムなどの加
工品も販売しています。

授 業の様 子 みのりフェスタの様 子

＜一人一人の生徒の夢をかなえるシステムや組織的な取組＞

○学力向上に関する取組

○就職や資格試験に関する取組

○進路意識を進え進路意識を形成するための取組

○他校の生徒等と切磋琢磨する取組

・習熟度別や少人数による授業、難関大学希望者の講座、個別指導
・土曜講座、放課後指導、添削指導

・公務員、就職講座、資格試験に向けた指導

・東京・つくば 研修の実施・海外派遣事業による米国短期留学

・STEA M フェスタ、グローバルリーダー育成塾、留学フェアの参加（県教委主催）
・くじゅうアグリ創生塾による先進技術研修、農業クラブ発表大会
・バークマットの開発・商品化、玖珠町大麦プロジェクトの新商品開発（産学官連携）

+αの取組
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玖珠美山高等学校
創立10周年

　本校は 2015 年（平成 27 年）4 月、玖珠農業高校と森高校を発展的に統合し、玖珠美山高校として全校
生徒 388 名でスタートしました。今年度はちょうど 10 周年。記念の年を迎えました。

テーマ「１０年の伝統、未来へ向かって」

記念式典・講演

◎記念 講 演◎

「生かせ、美山ＰＲＩＤＥ！」

記念試合
ラグビー部

男女ホッケー部

日　時

日 時 令 和６年10 月５日（土）
会 場 玖 珠町 総合運 動公園　　
       対  熊本県 立 熊本工業高校

日 時 令 和６年10 月13 日（日）
会 場 メルヘンの森スポーツ公園　　
       対  広島山 陽学園山 陽高校

会　場

～プログラム～
 9：50 ～10：05

10：10 ～ 11：00
11：00 ～12：00

アトラクション
（吹奏 楽 部）
記念 式典
記念 講 演

令 和６年１０月１１日（金）　９：５０～

くすまちメルサンホール 玖 珠 郡 玖 珠 町大字岩室 24 番 地1

講　師

金
キム

 成
ソンヨン

妍 氏
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令和６年全国家計構造調査を実施します
●お問い合わせ　情報デジタル推進課　☎０９７３－７６－３８７４

“のうしん”（農業振興地域整備計画）の変更手続きについて
●お問い合わせ　農林課農業振興グループ　☎０９７３－７６－３８０４

20歳になったら国民年金

申 請 期 限　令 和６年９月３０日（月）

　「全国家計構造調査」は、家計における消費、所得、資産等の実態を総合的に把握し、世帯の所得分布及び消
費の水準、構造等を全国的及び地域別に明らかにすることを目的とする調査です。九重町では６調査区が選定され、
７２世帯が調査対象です。調査の趣旨をご理解いただき、調査へのご回答をお願いします。

　農用地区域への編入及び除外を希望される方は下記期限までに申請してください。なお、 申請について不明な点、
農用地区域内・外の確認については、上記までお問い合わせください。手続きに４ヶ月以上要するので早めの手続き
をお願いします。

　国民年金は基礎年金ともいわれ、国民皆年金制度により、２０歳以上６０歳未満の人はすべて加入しなければならな
い公的年金のことです。一定額の保険料を納めることにより、老齢、障害、死亡によって、その人や家族の生活が
脅かされないように保障する社会保障制度です。自分が支払った保険料を将来受給する積立方式ではなく、集めた保
険料をその時の年金支給にあてる賦課方式を採用しています。

　２０歳になった方には日本年金機構から「国民年金加入のお知らせ」や納付書等により、加入したことをお知らせしま
す。令和６年度の保険料は月額１６，９８０円です。原則として、保険料を納めなければ年金を受け取ることができませ
んが、保険料を納めることが困難な方のために保険料の免除や支払いを猶予する制度もあります。
　各種手続きは住民課や年金事務所の窓口で申請できるほか、マイナンバーカードを利用してマイナポータルから電
子申請することもできます。
　◆詳しく確認したい方はこちら→（https://www.nenkin.go.jp/index.html）

●お問い合わせ　住民課　☎０９７３－７６－３８０２
日田年金事務所　☎０９７３－２２－６１７４

老後を支える終身保証

保険料が控除

万が一の障害や遺族も保証

基礎年金の半分は国（税金）が負担

「老齢基礎年金」が受け取れる一生涯の保証です

納めた保険料の全額が所得から控除されます

老後だけでなく現役世代の保証も充実しています

基礎年金の半分は国（税金）から支払われています

国
民
年
金
は
…
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１０月６日は、九重町長選挙の投票日です
●お問い合わせ　九重町選挙管理委員会　☎０９７３－７６－３８２５

　九重町の区域に引き続き３ヵ月以上（令和６年６月３０日までに転入届をされた方）住んでいる満１８歳以上（平成
１８年１０月７日までに出生された方）の方で、選挙人名簿に登録されている方です。

◎投票のできる人　　

（代理投票）
候補者名を自分で記入できない方は、代理投票ができ
ますので受付でお申し出ください。

（点字投票）
目の不自由な方で、点字での投票を希望される方は、
受付でお申し出ください。

◎代理投票・点字投票　　 ◎投票所でのながれ　　

　「投票所入場券」をハガキで郵送します。投票の際に持参していただくとスムーズに受付を行うことができ便利で
す。なお、お持ちでなくても投票はできますので忘れた場合は受付でお申し出ください。

◎投票所入場券　　

◎投票日（１０月６日）の投票所及び投票時間　　

投　　票　　所 場　　　　　　所 時　　　　　間

東飯田第１投票所 九重町隣保館 午前７時から午後７時

東飯田第２投票所 川上集会所 午前７時から午後５時

野上第１投票所 野上ふれあい交流センター 午前７時から午後７時

野上第２投票所 野矢小学校多目的ホール 午前７時から午後５時

飯田第１投票所 飯田ふれあい交流センター 午前７時から午後６時

飯田第２投票所 東部集会所 午前７時から午後５時

飯田第３投票所 基幹集落センター 午前７時から午後５時

南山田第１投票所 南山田ふれあい交流センター 午前７時から午後７時

南山田第２投票所 淮園小学校体育館 午前７時から午後７時

南山田第３投票所 粟野中央公民館 午前７時から午後５時

　 今 回 の 選 挙 は、私 た ち の 暮
らし に 直 接 つ な が りの あ る 大
切な選 挙です。
　 明 るく住 み よ い 九 重 町 を 築
くため、必ず 投 票しましょう。

（投票所入場券を受付の係員に渡す、
期日前投票所では宣誓書に記載する等）

受　付

事 務 従 事 者 が名 簿 照会します

投 票 用 紙をお 渡しします

投 票 用 紙を投 票 箱に入れてください

記 載 台で、支 持する候 補 者 名の上の欄に
「○」スタンプを１つ押してください

▼
▼
▼

▼

告示日 期日前投票　10 月2 日～10 月5 日 投票日

１０月
1 日
（火）

２日
（水）

３日
（木）

４日
（金）

５日
（土）

６日
（日）

令和６年１０月６日（日）
投開 票日

広報ここのえ　2024.9月号広報ここのえ　2024.9月号 1010



投票日（１０月６日）に投票に行けない方

　投票日当日、仕事やレジャー、冠婚葬祭などで投票所に行くことができない方は期日前投票ができます。

◎期日前投票（投票日当日に予定がある方）　　

　仕事や旅行などで、選挙期間中、九重町以外の市区町村に滞在している方は、滞在先の市区町村の選挙管理
委員会で不在者投票ができます。

◎不在者投票（仕事などで九重町以外に滞在中の方）　　

　重度の障がいなどがある方は、交付された投票用紙に自宅等自分のいる場所において記載し、それを郵便等で
送付する「郵便等による不在者投票」制度が利用できます。

◎郵便等による不在者投票　　

①不在者投票用紙請求書を、九重町選挙管理委員会に提出または郵送してください。
  （不在者投票用紙請求書は、郵送等で受け取る、又は九重町ホームページからダウンロードできます。）
②九重町選挙管理委員会から、滞在地の住所に投票用紙や関係書類が郵送されます。
③滞在先の市区町村の選挙管理委員会の指示に従って、投票をしてください。

※投票用紙などの往復に時間を要しますので、早めに手続きをしてください。
※�指定病院等に入院等している方は、その施設内で不在者投票をすることが可能な場合がありますので施設管理

者へお問い合わせください。

【不在者投票のながれ】

・期　間　１０月２日（水）～１０月５日（土）の午前８時３０分～午後８時
・場　所　九重町役場３階３０２会議室

・期　間　１０月２日（水）～１０月５日（土）
・場　所　投票する市区町村（滞在先）の選挙管理委員会（施設等）の執務時間

※ 「郵便等による不在者投票」には、「郵便投票証明書」（事前に申請が必要）が必要です。希望される方は、早め
　に九重町選挙管理委員会へ申請してください。
※郵便等による不在者投票用紙の請求期限は、１０月２日（水）まで（投票日の４日前まで）です。

障害等の区分 障害等の程度

身体障害者手帳

両下肢、体幹、移動機能 １級または２級

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 １級または３級

免疫、肝臓 １級から３級まで

戦傷病者手帳

両下肢、体幹 特別項症から
第２項症まで

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、肝臓

特別項症から
第３項症まで

介護保険被保険者証 要介護状態区分 要介護５
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防災行政無線戸別受信機の更新はお済みですか？
●お問い合わせ　危機管理・防災安全課　☎０９７３－７６－３８０１

家屋に関する届出について
●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３

　固定資産税は、毎年1 月1日現在の状況で課税されます。
　令和７年度の固定資産税は令和７年１月１日が基準となりますので次の内容に該当する方は必ず税務課へ連絡・届
け出を行ってください。

※①に該当する方で、すでに税務課の家屋評価を実施している場合は、連絡・届け出の必要はありません。
※�②に該当する方で、令和６年１２月３１日までに法務局で滅失登記が完了している場合は、税務課への届け出は必要

ありません。
※②に該当する方で税務課への届け出を行った場合でも、滅失登記は別途法務局で手続きが必要です。

① 建 物を新築・増 築したとき
② 建 物を取り壊したとき
③未登記 家屋を譲 渡（売買・相 続・贈与など）したとき

令和６年１２月３１日までに

　令和４年１１月までにアナログ式の無線放送が終了し、現在はデジタル式で運用しています。ほとんどのご家庭で戸
別受信機の更新ができていますが、一部で更新できていないところがあるようです。「戸別受信機の放送が聞こえない」、

「故障したのでは」との問い合わせのうち約２割の方がアナログ放送用の旧式をお使いになっています。
　防災行政無線は、地震や大雨による被災を未然に防ぐための気象・避難情報を伝える有効な手段であり、住民の
みなさまの生命と財産を守る貴重な伝達手段です。
　そのため、ご自宅の戸別受信機の受信状況をご確認いただき、まだ古いものだった場合、デジタル放送用戸別受
信機への更新をお願いします。何かご不明な点がございましたら、危機管理・防災安全課（７６-３８０１）まで、お気軽
にお問い合わせください。

古い機器 新しい機器

使えません
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令和７年度に電気柵・シカネット・金網柵を要望される方へ
●お問い合わせ　農林課　畜産林業グループ　☎０９７３－７６－３８０４

交付について
○要望量を把握するためのものであり、事業の実施を確約するものではありません。
○設置箇所の地番及び外周の長さ等を確認させていただきます。
○仕様は変更になる場合があります。
○要望が多数の場合は、補助を受けたことが無い方を優先させていただきます。

その他、ご不明な点は役場農林課（☎ 0973-76-3804）までご連絡ください。

※要件として、３戸以上かつ金網柵を張った時の費用対効果が必要です。
※�金網柵は、九重町鳥獣害対策協議会からの貸与物なので、管理委託契約を結んで１４年間（金網柵の耐用年数）
管理をしていただきます。

※�作業日誌を書く、施工前・施工中・施工後の写真を撮影するなどの事務作業を申請者の方に行っていただき
ます。
※�受付期限までに地区内での協議（張る場所・張る場所の関係者への設置許可・代表者など）を終わらせておい
てください。

〈電気柵〉（参考：電気柵の配布時期は、令和６年度については、６月に配布）
　電気柵　本体１基、２段張り、電池タイプ、支柱長さ約９０ｃｍ（地上高：およそ６０ｃｍ）
　設置の延長は、最低２００ｍ×2 段張りからとなります。

〈シカネット〉（参考：ネットの配布時期は、令和６年度については、６月に配布）
　施工高　地上 1.8 ｍ、もぐり防止のスカートネット付き　延長は　１００ｍから
　※支柱は杭を打ち込み、その上から支柱パイプ（1.8 ｍ）をかぶせる仕様です。

流れをご確認いただき、受付期限までに農林課へお知らせください。

来年度( 令和７年度) の電気柵・シカネット・金網柵の要望を受け付けます。

事業決定⇒　申請⇒　町が調達⇒　配布会〈本人支払〉⇒　自力施工⇒　完了検査⇒ 　町補助

募集⇒　県とのヒアリング（令和７年１月中）⇒　県へ実施計画書を提出⇒　事業決定⇒
業者選定⇒　地区説明会⇒　管理委託契約⇒　実施地区へ配布⇒　自力施工⇒　完了検査

〈金網柵〉（参考：令和６年度は、入札を７月に行い、地区への搬入予定は１０月末。）
　１枚あたり：2.0 ｍ×1.8 ｍ
　支柱、下部補強パイプ、羽根つきアンカー、支柱キャップ、結束線を使用する。
　※支柱は、打込支柱（およそ 1.3 ｍ）を打ち込み、その上から支柱（1.8 ｍ）をかぶせる仕様です。

☆電気柵・シカネット導入の流れ

☆金網柵導入の流れ

※商店等で事前に購入したものは、補助対象にはなりません。町の調達分のみ対象です。

受付期 限　令 和６年１０月３１日（木）まで
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予約型乗合バス「ココバス」について
●お問い合わせ　まちづくり推進課　☎０９７３－７６－３８０７

　広報ここのえ 8 月号でお知らせしたとおり、10 月1日から九重縦断線を除きコミュニティバスはデマンド交通（予約
型乗合バス）となります。

⇒九重町役場まちづくり推進課で利用者登録（次のページに詳細有）を行っています。
　身分証明書（マイナンバーカード、保険証等）を持って登録してください。
　登録時にマイナンバーカードを提示すると回数券１５枚がもらえます。

対    象：町内在住の方で、５人以上の団体・グループであればだれでも申込可能です。
開催時間：平日午前９時開始から午後９時終了までの間
場    所：町内施設
申込窓口：九重町役場　まちづくり推進課（０９７３－７６－３８０７）

⇒利用者登録を行うと登録者証が自宅に送られてきます。
　登録者証に記載してある電話番号に電話をして、予約ができます。
　氏名、利用したい日にち、時間、目的地（※下記参照）を伝えてください。
　その時点の予約状況と照らし合わせて、お迎えにあがる時間をお伝えします。

⇒予約時に伝えた時間の５分程度前には自宅の前に出ておきましょう。
　自宅周辺が狭く車両の乗り入れが難しい場合は、近所まで出てきていただくことがあります。
　その他の方の予約が入っている場合は乗り合いとなる場合があります。
　都合によるキャンセルの必要がある場合は、利用の３０分前までに予約センターに連絡をしましょう。

　地区毎に駅、バス停、公共施設、病院、買い物施設、金融機関、理美容室を設定しています。
利用者登録時に目的地リストをお渡しします。

　住民の皆様が主催する会合・寄合や催しに職員が出向き、今回のバスの変更について説明を行います。
説明会の申込要領は以下のとおりです。

◎バスに乗るためには

◎目的地について

◎出張説明会について

①まずは利用者登録をしましょう。

②バスの予約をしましょう。

③バスに乗るときは
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予約型乗合バス「ココバス」の利用者登録について
●お問い合わせ　まちづくり推進課　☎０９７３－７６－３８０７

コミュニティ活動を整備・充実させてみませんか？
●お問い合わせ　まちづくり推進課　☎０９７３－７６－３８０７

　10 月 1 日から運行を開始するデマンド交通の予約型乗合バス「ココバス」の利用については、利用者登録が必要に
なります。
　現在コミュニティバスを利用されている方、新たに利用を考えられている方はぜひ登録をお願いします。

　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源としたコミュ
ニティ助成事業を行っています。住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を
盛り上げることを目指して、コミュニティ活動に直接必要な備品の整備に対して宝くじの助成金を使って補助をする事業
です。
　皆さんの地域でもコミュニティ活動を充実させるために活用されてみてはいかがでしょうか。

窓　　口：九重町役場　まちづくり推進課
登録方法：役場窓口、郵送申請、電子申請
受付時間：８：３０～１７：００
必要なもの：�マイナンバーカード、運転免許証、運転経歴証明書、

健康保険証、住民票の写しのいずれかひとつ。
　　　　　 障害者手帳をお持ちの方は割引があります。

※�マイナンバーカードを提示していただいた方には、
コミュニティバスの回数券１５枚をプレゼント。マイ
ナンバーカード取得にもご協力ください。

【助成金額】　１００万円～２５０万円
                  （助成率１０／１０）（１０万円単位）

【募集期間】　１０月１日（火）まで
書類作成等、時間を要するため、
お早めにまちづくり推進課までご相談ください。

▲平家山区

　平家山区がコミュニティ助成事業を活用し、組会合等の地
区の活動で使う備品（イスや家電製品等）を整備しました。宝
くじの助成金で備品を整備したことにより、地域コミュニティ
活動の活性化につながりました。

令 和６年度 活用事例
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労働なんでも相談会について
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課 　☎０９７３－７６－３１５０

お仕事をお探しの方へ
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課 　☎０９７３－７６－３１５０

　労働者やそのご家族の方、フリーランス、事業主の方など働いている皆さまからの、労働に関するお悩みについて
の相談を県の労働相談員がお受けします。当日来場できない方はお電話での相談も可能です。予約不要、相談無料、
秘密は厳守いたしますので、一人で悩まずお気軽にご相談ください。

　玖珠・九重ふるさとハローワークでは、専任の相談員が就
職に関する不安や悩み事など様々な相談に応じます。気に
入った求人情報があれば事業所に連絡を取り、紹介状をお渡
しします。履歴書の書き方など、個々の状況にあったサポー
トを行っていますので、お気軽にご相談下さい。

日　　時　１０月２３日（水）１０時 ～ １５時
場　　所　九重町役場　１階　１０２会議室
相談方法　来場または電話による相談
相談内容　�賃金未払い、解雇・退職強要、退職拒否、年次有給休暇の取得、パワハラやセクハラ、

マタハラなど労働問題全般

※電話によるご相談は　フリーダイヤル　☎ 0120（601）540
　携帯電話・スマートフォン・公衆電話からは　　☎ 097（532）3040
　○問い合わせ先　大分県労政・相談情報センター（大分県雇用労働室内）☎ 097（532）3040
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新型コロナウイルス感染症・インフルエンザの予防接種のお知らせ
●お問い合わせ　保健福祉センター 　☎０９７３－７６－３８３８

◆�令和 6 年 10 月 1 日から新型コロナウイルス感染症の予防接種は定期接種になり、高齢者インフルエンザ予防接種
と同様に、65 歳以上の高齢者等の方が対象となります。

◆�今年度から新型コロナウイルス感染症予防接種の予約受付は、接種を希望する医療機関で行います。

◆�玖珠町の医療機関で接種希望の方は、接種時間等はホームページでご確認ください。

■対象者　　生後６カ月～中学３年生終了前までの方
■接種期間　令和７年３月３１日まで　※接種期間は、医療機関によって異なります。
■助成内容　【助成額】　年度内において、１人１回あたり１，０００円
　　　　　　【助成回数】生後６カ月以上１３歳未満（２回まで）、１３歳以上の方（１回まで）
■手続き　　【玖珠郡内の医療機関】助成額１,０００円を差し引いた金額を医療機関にお支払いください。
　　　　　　【玖珠郡外の医療機関】�全額医療機関に支払った後、①領収書　②予防接種済証 ③振込先の口座が

わかるものと印鑑　④九重町任意予防接種償還給付申請書（保健センターに
あります）を持参し令和７年３月３１日までに保健センターまでお越しください。

お子さんを対象としたインフルエンザ予防接種（任意接種）費用について、助成します

実施医療機関（町内）～予約開始は9 月24 日（火）からです～

新型コロナウイルス感染症 高齢者インフルエンザ

対象者

①６５歳以上の方
②�６０歳から６４歳までの方であって、心臓、腎臓、呼吸器の機能の障害があり身の回りの生

活を極 度に制 限される方や、ヒト免 疫 不 全ウイルスによる免 疫の機 能に障 害があり日常
生活がほとんど不可能な方

接種期間 １０月１日から令和７年３月３１日まで　　
※ただし、ワクチンの在庫がなくなり次第終了となります。

接種回数 １回 １回

実施場所 県内の医療機関

自己負担額
２，０００円 １，０００円

※ 対 象 者で生 活 保 護 世 帯 の 方は、「 生 活 保 護 受 給 者 証 明 書 」を医 療 機 関 へ 持 参すれば
「無料」で接種できます。事前に西部保健所地域福祉室までご連絡ください。

医療機関
新型コロナウイルス感染症 高齢者インフルエンザ

接種予約
接種曜日・時間 接種曜日・時間

井上医院
☎️76-2711

（月・火・水・木・金）9:00 ～11:30/14 :00 ～17 :00
（土）9:00 ～11：00 要予約

矢原医院
☎77-6121

（月・火・木）
10:00 ～１2：00/15 :00 ～17 :00

（月・火・木）
9:00 ～12:00/14 :00 ～16 :00 要予約

飯田高原診療所
☎79-2138

（10/15・10/18・11/15・11/19）
9:00 ～11：00/13：30 ～16：00

（月・火・水・木・金）
9：00 ～12：00/13：30 ～17：00

（土）9：00 ～12：00

要予約
※インフルは

予約不要

友成医院
☎78-8811

（月・火・水・木・金）
9：00 ～11：00/14：30 ～16：00

（月・火・水・木・金）
9：00 ～11：30/14：00 ～16：30

（土）9：00 ～11：00 ※第２・４のみ実施
要予約

渓和ファミリークリニック
☎78-8000

　（月・水・金）9：00 ～１2：00/14：00 ～16：00
　◯注 11 月1 日（金）接種開始です 要予約
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がん検診受けていますか？
●お問い合わせ　保健福祉センター 　☎０９７３－７６－３８３８

　国民の２人に１人が “がん” になり、３人に１人が “がん” で亡くなっています。しかし、がん検診を受けることで、が
んによる死亡を今よりも減らすことができます。現在、国が推奨しているがん検診は、5 つのがん検診（胃・肺・大腸・
子宮頸・乳）です。これらの検診は、有効性（死亡を防ぐ効果）があることが科学的に証明されている検診です。ま
だ受けていない方は、がん検診受けてみませんか。

※１：日曜日の乳がん検診は女性スタッフが対応します。
※２：乳房超音波検査（エコー）は女性スタッフが対応します。
※３：託児を希望される方は、２週間前までにご予約ください。

●特定（基本）健診、各種がん検診等を同時に受けることができます。
●検診セットをお持ちでない方は、事前に保健福祉センターまで検診セットを取りに来てください。
●施設健診でも特定健診とがん検診を受けることができます（Ｒ７年２月まで随時）
大分県厚生連健康管理センター（電話０９７７－７５－６１５４）へ直接お申し込みください。

　結核は過去の病気だと思っていませんか？
　全国で毎年１万人以上の人が新たに結核と診断され、約１，６００人以上が命を落としている重大な感染症です。日田・
九重・玖珠では毎年１０人前後の人が、新たに結核を発病しています。
　結核の初期症状は風邪とよく似ていますので、咳や痰が２週間以上続く、微熱が続く、体重が急に減った場合等は、
早めに医療機関を受診しましょう。早期に発見できれば重症化を防げるだけではなく、感染拡大を防ぐことができます。
　また、症状がなくても早期発見のために年に１回は健診を受けることも大切です。上記、町の健診でも肺がん・結
核検診（胸部レントゲン検査）を行っていますので、ご利用ください。

【令和６年度巡回健診日程】

９月２４日～３０日は結核予防週間です

結核に関すること 西部保健所　地域保健課　    TEL0973 －２３－３１３３

保険証・受診券に関すること 住民課国保年金グループ　� TEL0973 －７６－３８０２

がん検診・託児に関すること 保健福祉センター　　　　� TEL0973 －７６－３８３８

日程 場所 受付時間

胃がん・肺がん・大
腸 が ん・子 宮 頸 が
ん・乳がん（マンモ
グラフィ）※1

乳 房 超 音 波
検査

（39 歳以下）
※２

託児
※３

10 月　６日（日）

保健福祉
センター

８：30 ～
10：30

〇 ○ ○

10 月　７日（月） 〇 × ×

11 月1７日（日） 〇 〇 ○

11 月１８日（月） 〇 × ×
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『睡眠と休養について』第３次健康ここのえ２１計画より
●お問い合わせ　保健福祉センター 　☎０９７３－７６－３８３８

　九重町は、睡眠で休養が十分にとれている方の割合が、大分県内１８市町村のうち男性は１２番目、女性は１５番目
と低い状況です。（２０２０年度 保険者協議会医療費・健診データ分析事業）また、昨年度実施したアンケート調査で
は、成人の約５人に１人が、睡眠不足を感じています。人生の３分の１を占める睡眠。睡眠はこころとからだの健康に
欠かせないとても大切なものです。今回、睡眠と健康の関係・質の良い睡眠のポイントなどをお話いただきます。この
機会に、ご自身の「睡眠」を見直してみませんか？

　障がいをお持ちの方と暮らすご家族は、自分たちが一緒に暮らせなくなってしまった時のことを不安に思っている方は
多いかと思います。
　生活の場やお金のこと、何をどう備えてよいのか分からずに悩んでいませんか？
　専門の研修を修了した相談員が、一緒に課題を考え様々なサービスを紹介する等、ご本人とご家族が今後安心して
暮らせるよう、今出来ることを一緒に考える『親なきあと相談会』を開催します。

　どのような『親なきあと』の相談でも構いません。漠然とした不安やまずどこから手を付ければよいのかという悩みで
も、お気軽にご相談ください。

シリーズ
『障がい福祉』

104

親なきあと相談会を開催します
●お問い合わせ　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

●日時　令 和６年１０月１６日（水）１３：００～１６：００
●場所　役 場１階　１０２会議 室

※予約不要で相談は無料です

「睡眠と健康～質のよい睡眠のとり方～」
睡 眠セミナー

日時：令和６年１０月19 日（土）　13:30 〜14 :30
場所：九重町保健福祉センター（ふるさと祭り会場）
講師：影山 隆之 先生（大分県立看護科学大学精神看護学教授）
※19 日（土）のみ保健福祉センターで寝姿勢圧測定実施！

「寝姿 勢圧 測定 」とは？
寝 てい る 時 の 姿 勢 にお いて、体
のどの 部分に圧 力がかかってい
るかを測定することです。
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ふるさとの
 文化財探訪

第124回
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。

　第３回の講座では「学校ではこんなふうに学んでいます」と
題して、飯田小学校の小西尚史先生を講師に招きました。講座
終了後に書いていただいたアンケートで以下のような記述があり
ました。（一部抜粋）

・�「部落差別」について　場所はどこかなど子どもにきかれたら
   どう答えたらいいのか。親として考えさせられました。
・�自分を優位にしたいがために差別が生まれる。今の生活の中
であてはまる事が大いにあるなあと思いました。

人権

No.337

・�差別があるのは差別する人がいるからということ。
・�解放令が出されても「平等である大切さ」や「差別の不合理さ」
など理解がないままであれば余計、差別に拍車がかかる。
・�親も学んでいかないといけない。６年生の隣保館学習に来
てみたい。
・�子どもの時に人権学習を受けているはずなのに学習内容な
どまだまだちゃんと理解できていない（忘れている）部分が多々
ある事に気づいた。
・�「なぜ差別をされてきたのか」ではなく「なぜ差別をするのか」
    を考えるという言葉が心に残りました。差別をする方の意
   識を変えないと差別はなくならないんだと改めて思いました。
・�一人一人が自分の幸せを持つことができれば差別はなくなっ
ていくのではないかと思いました。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができませんが、
ご質問等がございましたら、社会教育課（７６－３８２３）まで
お問い合わせ下さい。　　　　　　　　　　　

（社会教育課）

２０２４年度
第3回なるほど“ザ”人権講座

文
化
財
調
査
委
員
　
後
藤
　
浩
二
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　ほんの森9月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

新刊・新着図書案内～地域包括支援センター×九重町図書館『世界アルツハイマー月間』共同展示開催中（9月末まで）～　
●����児童図書・コミック
　海のひみつ 学研まんがでよくわかるシリーズ	 構成・オフィスHana
　かたづけのルール　	 大橋わか、はぴふるガール編集部
　ことばのルール　	 吉田裕子、はぴふるガール編集部
　文字・イラストBOOK　	 はぴふるガール編集部
　小学生のお料理ブック②　	 家の光協会
　あまがえるのたんじょう　	 たてのひろし
　もうじきたべられるぼく　	 はせがわゆうじ
　じんせいさいしょの　	 おおのたろう
　スパゲッティになりたいラーメン　	 キエラ・ライト＝ルイズ
　とうもろこしぬぐぞう　	 はらしままみ
　フードバンクとぼく　	 米山けい子

●�一般図書
　助太刀稼業①（文庫）　	 佐伯泰英
　魔食味見方同心②（文庫）　	 風野真知雄
　3分で不穏！ゾクッとするイヤミスの物語(文庫)　
	 『このミステリーがすごい！』編集部
　なみだあめ(文庫)　	 志川節子、他
　えどめぐり(文庫)　	 朝井まかて、他
　おいしいアンソロジー喫茶店(文庫)　	 阿川佐和子・他
　小説あらしによるに(文庫)　	 きむらゆういち
　春に散る 上・下巻(文庫) 	 沢木耕太郎
　暗殺　	 柴田哲孝

　なんどでも生まれる　	 彩瀬まる
　古本食堂新装開店　	 原田ひ香
　教祖の作りかた　	 真梨幸子
　サンショウウオの四十九日（第171回芥川賞）　	 朝比奈秋
　こまどりたちが歌うなら　	 寺地はるな
　ツミデミック（第171回直木賞）　　	 一穂ミチ
　死んだ山田と教室　	 金子玲介
　迷子手帳　	 穂村弘
　力道山未亡人　	 細田昌志
　自分とか、ないから。　	 しんめいP
　確実内定　	 トイアンナ
　こうして人は老いていく　	 上村理絵
　眠っている間に体の中で何が起こっているのか　	 西多昌規
　「考えなくていいこと」リスト　	 井上智介
　70歳からのスマホの使いこなし術　	 増田由紀
　「老けない体」をつくる食べ方＋暮らし方　	 山田豊文、山田知世
　「地域おこし協力隊」は何をおこしているのか？　	 田口太郎
　暑さ対策の先駆者！北めぐみさんの暑さに負けない庭づくり	北めぐみ
　本屋のない人生なんて　	 三宅玲子
　もしもし、こちらは夜です　	 宮田ナノ
　捨てられた僕と母猫と奇跡　	 船ケ山哲
　僕が選んだ現代映画傑作選　	 奥山篤信
　「ふつうの暮らし」を美学する　	 青田麻未
　	 その他多数

　7 月から各地区公民館に九重町図書館の図書を置いています。ロビーや本棚の近くに専用ＢＯＸを設置しています
ので公民館に行った際はのぞいてみてください。『公民館文庫』と張り紙があります。

　自己啓発本や実用書、絵本を中心に選んでいます。行事や会議で公民館に行った際にぜひ手に取って読んでいただ
きたいと思い企画しました。本が手に届くところにあると、自然と読む機会も増えます。その時、偶然出会った本が生
活のヒントになることもあるかもしれませんし、思わぬ感動を得たりすることもあります。それが読書の醍醐味ではないでしょ
うか。この企画は長期で行う予定です。本をより身近に感じて頂けると嬉しいですし、図書館を利用したことのない方や、
利用したくてもなかなか行く手段のない方に喜んでもらえればと思います。どうぞ、お近くの公民館でご利用ください。

『公民館文庫』始めました！！

▲8月の様子（担当：ぷちトマト）▲8月に読んだ絵本

　９月のボランティアグループは『チームそらまめくん』の
皆さんでした。（９月 14 日）
　10 月は『スター』の皆さんです（10 月 12 日の予定）
　家族みんなで絵本やおはなしに触れ合う時間を楽しみま
せんか。お待ちしています (*^ ▽ ^*)

　今年も九重町地域包括支援センターとの共同企画で図書館内に認知症に関する書籍を展示しています。
ぜひこの機会に認知症について考えていただき、理解を深めてもらえると嬉しいです。

　10月 8日（火）10時より文化センターロビーにて雑誌（2年前のもの）・本など
しばらくはロビーに置いていますが、少なくなったら善意の本棚に移動します。

●「おはなし会」 毎月第2土曜日
　（10時30分~11時）

★★9月は『世界アルツハイマー月間』★★＜特設展示コーナー 9月2日～9月29日＞

秋の読書週間イベント『リサイクル市』開催します！

お知らせ .1

お知らせ .2

お知らせ .3

（各地 区公民 館にて）

★郡内の方なら利用カードを作ることができます。（身分証明書をご持参下さい）
【九重町図書館】開館時間／平日 10 時～ 18 時 土日 9 時～ 17 時　閉館日：月曜・祝日

「九重町図書館」にも足をのばしてみませんか

●公民 館のみでご 利用ください。
●専用コンテナＢＯＸに戻すようお願いします。
●2 か月程 度で、内容が 変わります。
※貸し出しはしていませんのでご 了承ください。

出張 図 書 館
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九重ふるさと自然学校

　九重ふるさと自然学校では、自然学校のフィールド「さとばる」にて毎月第 4 日曜日に生きもの観察会を
実施しています。自然体験に興味がある方、九重町に棲む生きものを知りたい方、町内でお子さんとの自然
遊びの場を探している方など大人も子どもも大歓迎！町内からも多数のご参加があります♪
日程：秋の回			 
・9 月 22 日（日）  　担当：指原		
・10 月 27 日（日）　担当：指原		
・11 月 24 日（日）　担当：阿部

涼しくなった秋の野を散策 わっ！マムシグサの実だ！！

ジョウビタキ

ハガクレツリフネ

アキアカネ

ウラギンヒョウモン

時　　間：10:30 ～ 12:00　※雨天中止
集合場所：九重ふるさと自然学校事務所（九重町田野 1726-408）
参 加 費：1 名 300 円　※ 3歳以下無料 
※事前申し込み不要
※ 10名以上の団体利用の場合は事前にご相談ください

～くじゅうの生きもの観察会のご案内～

■
そ
の
他

　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３‐２
４‐６
７
５
１
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

■�

と　
き　

　
10
月
３
日
㈭　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
　

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■��

内　
容　

　

�

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可　

申
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■�

お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
0
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■�

と　
き　

　
10
月
17
日
㈭　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内　
容　

　

�

差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誹

謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と　
き

　

�������

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
、
振
替
休
日
、

年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と　
き

　
10
月
８
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■�

と　
き

　

�

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■��
内　
容　

　
�

①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等
の
財
産
管

理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・
売
買
、

金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳
死
宣
言

な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る
相

談　

②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認
証

等
に
関
す
る
相
談　

③
相
続
問
題
に
関

す
る
相
談

暮らしの情報　●
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●　暮らしの情報

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と　
き　

　
10
月
10
日
㈭　
午
後
2
時
～

■
と
こ
ろ　

　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内　
容

　

�

う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　

�

無
料

■
そ
の
他　

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

年
金
相
談

■
と　
き　

　
10
月
23
日
㈬　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場 

１
階
１
０
１
会
議
室

■�

そ
の
他

　

�

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日
田
年
金
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い

　
　
　
　
　
　
労
働
相
談
週
間

　
大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、
賃
金

未
払
い
、
労
働
条
件
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
電
話
、
来
所
で
の
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

と　
き　

　
10
月
１
日
㈫
～
10
月
７
日
㈪

　
【
平
日
】
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
【
土
日
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
相
談
方
法　
　

　
【
電
話
相
談
】

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０
）

　
（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

�【
来
所
相
談
】
大
分
県
労
働
委
員
会
事

務
局
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

※�

来
所
相
談
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談
　

　
不
動
産
の
所
有
者
が
な
く
な
っ
て
か
ら

３
年
を
目
安
に
相
続
登
記
を
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
や
田
畑
・
山
林
な

ど
が
亡
く
な
っ
た
方
の
名
義
の
ま
ま
と

な
っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
手
続
き
し
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
方
は
、
司
法
書
士

無
料
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■�

と　
き　

　
10
月
５
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
受
付
順
・
予
約
不
要
）

■
と
こ
ろ　
日
田
市
複
合
文
化
施
設

　
　
　
　
　
　
（
ア
オ
ー
ゼ
）

■
相
談
料　

�

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９
）

お
知
ら
せ

　
交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

　
玖
珠
土
木
事
務
所
で
は
、
県
道
６
７
８

号（
書
曲
野
田
線
）の
道
路
改
良
工
事
に
伴

い
書
曲
踏
切
の
拡
幅
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
県
道
書
曲
野
田
線
を
次
の

と
お
り
交
通
規
制
し
ま
す
。

　
車
両
通
行
上
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

と　
き　
夜
間
全
面
通
行
止
め

　
10
月
７
日
㈪
～
11
月
29
日
㈮

　
午
後
10
時
～
午
前
５
時

※�

規
制
期
間
全
日
通
行
止
め
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
詳
細
な
日
時
は
予
告
看
板
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
工
事
の
進
捗
に
伴

い
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
規
制
区
域　
　

　

�

県
道
６
７
８
号（
書
曲
野
田
線
）書
曲
踏

切
付
近　
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
松
木

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
Ｊ
Ｒ
九
州　
大
分
工
務
所

　
（
☎
０
９
７
‐
５
１
３
‐
５
８
５
３
）

　
玖
珠
土
木
事
務
所　
建
設
・
保
全
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
２
‐
１
１
５
２
）

大
分
県
居
住
支
援

　
　
　
九
州
サ
ミ
ッ
ト
in
別
府

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
方
が
滞
納
、

孤
独
死
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
等
へ
の
懸
念
に

よ
り
賃
貸
す
る
際
に
大
家
や
不
動
産
事
業

者
か
ら
入
居
を
拒
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
住
ま
い
や

暮
ら
し
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
点
を
解
決

す
る
た
め
に
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
「
居
住
支
援
」
の
考
え
方
の
浸
透

と
居
住
支
援
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む

九
州
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
居
住
支
援
協

議
会
や
居
住
支
援
法
人
に
お
け
る
取
組
の

普
及
・
促
進
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
入
場
料　

�

無
料

■
参
加
方
法　

�

事
前
申
込
制

■
と
こ
ろ　

　

�

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
）
３
階　
国
際
会
議
室

■�

と　
き　
11
月
１
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

　
※
開
場
正
午
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
土
木
建
築
部
建
築
住
宅
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
７
７
）

大
分
県
自
治
体

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

　
県
の
健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
事
業
に
参
加
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
申
込
み
を
す
る
と
、
五
〇
〇

円
～
一
五
〇
〇
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
（
ｄ

ポ
イ
ン
ト
）
が
も
ら
え
ま
す
。

主
な
対
象
事
業
：
お
お
い
た
歩
得
事
業

※
そ
の
ほ
か
の
対
象
事
業
（
計
10
事
業
）

の
詳
細
な
ど
は
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
総
務
部
電
子
自
治
体
推
進
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
０
８
１
）

▲ＨＰ

▲参加応募
フォーム▲ＨＰ
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薬
と
健
康
の
週
間

　

　
10
月
17
日
～
23
日
は
「
薬
と
健
康
の
週

間
」で
す
。

■�

薬
を
正
し
く
使
う
た
め
に　

　
①
用
法
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
②
使
用
す
る
薬
の
情
報
を
知
り
ま
し
ょ
う

　
③
人
か
ら
も
ら
っ
た
薬
は
使
わ
な
い

　
④�

薬
の
専
門
家（
薬
剤
師
な
ど
）に
相
談

し
ま
し
ょ
う

■
「
お
く
す
り
１
１
０
番
」　

　
薬
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口（
薬
剤
師
対
応
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
9
５
１
２
）

　

�

ご
利
用
時
間
：
午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
午
後
３
時

※
20
日（
日
）を
除
く

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
西
部
保
健
所
衛
生
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

大
分
県
農
林
水
産
祭

〝
お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ
〟開
催

■�

と　
き　

　
10
月
19
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
10
月
20
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
　

　
別
府
公
園（
別
府
市
）

■��

内　
容　

　

�

県
産
農
林
水
産
物
の
販
売
・
食
の
提
供
、

木
工
教
室
、
パ
ン
カ
フ
ェ
、
ジ
ビ
エ
コ
ー

ナ
ー

■�

お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
農
林
水
産
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
５
８
２
）

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■�

と　
き　

　
10
月
20
日
㈰

　
午
前
10
時
受
付
開
始

■
と
こ
ろ　
　

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
日
田
市
朝
日
ヶ
丘
５
７
６
‐
１
０

■��

内　
容　

　

�

校
内
見
学
、訓
練
実
習
、個
別
相
談
会
等

　
予
約
不
要　
参
加
料
無
料

■�

お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

大
分
県
奨
学
会
高
等
学
校
等
予

約
奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
令
和
７
年
４
月
に
高
等
学
校
及
び
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
へ
進
学

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方
を
対
象
に

予
約
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

�

　
令
和
６
年
７
月
上
旬
～
９
月
中
旬

　
（
在
学
す
る
中
学
校
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。）

■
貸
与
期
間　

�

　

�

令
和
７
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学
校
の
正

規
の
標
準
修
業
年
限
の
終
わ
る
月
ま
で
。

■
貸
与
額　

　

�

選
択
で
き
ま
す
。（
奨
学
金
は
卒
業
後
返
還

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）
詳
し
く
は
中

学
校
の
先
生
ま
た
は
大
分
県
奨
学
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
（
公
財
）大
分
県
奨
学
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０
）

　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
っ
て
い
る

技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ

を
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

■
申
請
書
受
付
期
間　

�

　
10
月
７
日
㈪
～
10
月
18
日
㈮

■
実
技
試
験
実
施
期
間　

�

　
12
月
５
日
㈭
～
令
和
７
年
２
月
16
日
㈰

■
学
科
試
験
実
施
日　

　
令
和
７
年
１
月
26
日
㈰
、
２
月
２
日
㈰
、

　
２
月
５
日
㈬
、
２
月
９
日
㈰

■
技
能
検
定
実
施
職
種　

�

　
【
特
級
】
13
職
種

　
【
１・２
級
】
29
職
種
36
作
業　

　
【
単
一
等
級
】
１
職
種
１
作
業

　
【
３
級
】
10
職
種
10
作
業

　
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
請
書
お
よ
び
受
験
案
内　

　
�

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
市
町
村

役
場
商
工
担
当
課
、
各
商
工
会
、
各
振

興
局
等

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１
）

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
７
年
度
訓
練
生
募
集

（
高
卒
新
卒
前
期
）

■�

と　
き　

　
募
集
期
間　
10
月
２
日
㈬
ま
で

　
試
験
日　
　
10
月
11
日
㈮

　
合
格
発
表　
10
月
16
日
㈬

■
募
集
内
容　
　

　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科　

20
名（
新
卒
10

名
程
度
）令
和
７
年
３
月
に
高
等
学
校
卒

業
見
込
み
の
方

■��

入
校
日　
令
和
７
年
４
月
８
日
㈫

■��

訓
練
期
間　

�

１
年
間（
４
月
入
校
）

■��

授
業
料　
無
料（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
必
要
）

■�

お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

【
障
害
者
就
職
面
接
会
の
開
催
】

　
障
害
者
の
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
障

害
者
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と　
き　

　
９
月
24
日
㈫

　
第
一
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
第
二
部　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
管
轄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
８
６
０
９
）

暮らしの情報　●

試
験
・
講
習
会

令
和
６
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験 ▲ＨＰ
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大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
７
年
度
訓
練
生
募
集

（
高
卒
新
卒
前
期
）

■�

と　
き　

　
募
集
期
間　
10
月
２
日
㈬
ま
で

　
試
験
日　
　
10
月
11
日
㈮

　
合
格
発
表　
10
月
16
日
㈬

■
募
集
内
容　
　

　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科　

20
名（
新
卒
10

名
程
度
）令
和
７
年
３
月
に
高
等
学
校
卒

業
見
込
み
の
方

■��

入
校
日　
令
和
７
年
４
月
８
日
㈫

■��

訓
練
期
間　

�

１
年
間（
４
月
入
校
）

■��

授
業
料　
無
料（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
必
要
）

■�

お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

【
障
害
者
就
職
面
接
会
の
開
催
】

　
障
害
者
の
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
障

害
者
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と　
き　

　
９
月
24
日
㈫

　
第
一
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
第
二
部　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
管
轄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
８
６
０
９
）

推
　
薦
　
三
　
句

推
　
薦
　
三
　
句

　

水
蜜
桃
は
、
み
ず
み
ず
し
て
甘
く
て
お
い
し

い
夏
が
旬
の
果
実
。
食
べ
方
も
い
ろ
い
ろ
で
す

が
、
中
七
の
「
パ
カ
ッ
と
」
で
食
べ
方
も
分
か

り
ま
し
た
。
味
し
さ
も
倍
増
で
す
。
猛
暑
を
吹

き
飛
ば
す
爽
快
な
一
句
で
す

水す
い
み
つ
と
う

蜜
桃
う
ま
く
パ
カ
ッ
と
割
れ
た
と
き林　

香　

澄

シ
ョ
パ
ン
は
十
月
十
七
日
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

「
シ
ョ
パ
ン
忌
」
は
秋
の
季
語
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
一
杯
と
い
う
表

現
で
す
が
、
ピ
ア
ノ
を
習
い
な
が
ら
シ
ョ
パ
ン
の
曲
に 

憧
れ

た
少
女
時
代
の
思
い
出
が
蘇
え
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
哀
愁

漂
う
一
句
で
す
。

シ
ョ
パ
ン
忌
や
調
べ
は
ポ
ケ
ッ
ト
一
杯
に

幸
谷 
恵
子

元
気
な
子
は
、
家
の
中
か
ら
跣
で
飛
び
出
て
ま
た
戻
っ
て
き

ま
す
。
中
七
・
下
五
の
た
だ
の
動
き
の
描
写
に
何
故
か
、
昭

和
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
跣
は
素
足
の
こ
と
で
夏

の
季
語
。
夏
ら
し
い
元
気
溢
れ
る
一
句
で
す
。

跣
の
子
庭
先
に
降
り
ま
た
上
が
る

竹
尾
き
く
み　

「
猫
じ
ゃ
ら
し
」
と
い
う
名
は
、
こ
の
穂
で
猫
を
じ
ゃ
れ
さ

せ
る
こ
と
か
ら
付
い
た
名
前
。
孫
か
ら
く
す
ぐ
ら
れ
て
喜
ん

で
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。微
笑
ま
し
い
一
句
で
す
。

猫
じ
ゃ
ら
し
婆
を
く
す
ぐ
る
三
つ
の
子

内
田
ト
シ
子

水
す い み つ と う

蜜桃

（
句
評
）酷
暑
の
夏
が
よ
う
や
く
終
り
で
す
。
で
も
ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
残
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
句
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
シ
ョ
パ
ン
の
調
べ
」「
跣
の
子
」

「
猫
じ
ゃ
ら
し
」
五
七
五
で
伝
わ
っ
て
く
る
情
景
に
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。

（
選
者
拝　

こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
後
記
）
八
月
は
ま
さ
に
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
秋
の
季
語
も
素
直
に
使
え
な
い
な
と
い
う
心
境
で
す
ね
。
九
月
も
昨

年
以
上
の
暑
さ
と
か
。
お
体
ご
自
愛
の
上
作
句
に
ご
精
進
く
だ
さ
い
。

大
旱
こ
の
世
の
す
べ
て
か
ら
か
ら
と　
　

	

則　

子

赤
と
ん
ぼ
背
な
に
止
ま
れ
よ
戦
禍
の
子　

	

律　

子

川
釣
り
や
王
冠
跳
ね
て
夏
休
み  　
　

   	

直　

人

山
裾
の
蛍
火
数
え
て
い
る
ば
か
り 　

   	

ヤ
ス
コ

秋
の
蝉
う
る
さ
く
鳴
い
て
急
落
下　

 　

 	

重　

吉

幼
き
日
つ
る
つ
る
す
べ
る
さ
る
す
べ
り  	

左
世
美

ぴ
く
ぴ
く
と
鼻
も
お
し
ゃ
べ
り
盆
の
客  	

末　

子

原
爆
忌
子
ど
も
等
の
詩
未
来
へ
と　
　
　

	

豊　

國　

二
の
足
を
踏
む
補
聴
器
や
蝉
が
鳴
く    	

好　

美

秋
夜
長
読
書
に
触
れ
る
至
福
か
な　

 　

	
良　

子

秋
暑
し
上
が
る
旗
あ
り
パ
リ
の
空　

 　

	
清　

子

夏
椿
左
の
耳
が
気
に
な
り
て　
　
　
　
　

	

ス
エ
ノ

風
鈴
の
音
色
涼
や
か
酉
の
刻　
　
　

 　

	

桐　

友

風
鈴
が
寡
黙
な
夫
を
呼
ん
で
い
る 　
　

	

八
千
子

終
戦
日
テ
レ
ビ
の
戦
に
ま
た
涙　

  　

 	

干　

城

星
屑
に
大
三
角
を
繋
げ
お
り    　

   	

文　

子

雨
降
ら
ず
百
日
紅
の
花
強
し　

   　

  	

泉　

渓

亡
き
姑
に
バ
ト
ン
渡
さ
れ
盆
の
月     	

次　

江

錦
秋
の
夕
べ
に
舞
う
よ
初
舞
台　
　
　

	

春　

蘭

ひ
つ
じ
雲
小
さ
き
草
履
の
忘
れ
物    	

純　

子

猫
じ
ゃ
ら
し
婆
を
く
す
ぐ
る
三
つ
の
子　

	

ト
シ
子

　

           

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
一
席

　
二
十
一
席

記

歳

時

俳
句
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
韻
文
・
散
文
・
口
語
体
・
文
語
体

Ｑ
韻
文
と
散
文
の
違
い
、
俳
句
は
文
語
体
か
口
語
体
か
、
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
こ
れ
ま
で
も
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
が
、改
め
て
整
理
し
ま
す
。
俳
句
は
「
一
定
の
韻
律
と
形
式
を
伴
っ

た
文
章
」
で
す
か
ら
、
詩
や
短
歌
と
同
様
に
韻
文
に
区
別
さ
れ
ま
す
。
散
文
は
そ
れ
以
外
の
手
紙
な
ど

の
よ
う
な
自
由
文
で
す
。「
口
語
」
は
、「
現
代
語
の
文
体
」「
文
語
」
は
「
古
い
時
代
の
文
法
に
基
づ
く
文
体
」

で
す
。
結
論
を
言
う
と
、
俳
句
の
文
体
は
ど
ち
ら
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
が
、
作
る
た
び
に
変
え
ず
に
ど
ち
ら
か
に
決

め
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。

9
月
号

令
和

6年
9月

17日
発

行（
通

巻
820号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
情

報
デ

ジ
タ

ル
推

進
課

〒
879 -4895　

大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上８番

地
の１

☎
 0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会

社
佐

伯
コ

ミュニ
ケ

ー
ション

ズ
９
月
・
10
月
の
休
日
当
番
医

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
8月1日～ 8月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,367 人 （ - 1 9 ）
男 4,007 人 （ - 1 4 ）
女 4,360 人 （ - 5 ）
世帯 3,862 （ - 6 ）

（　）は前月からの増減

● 

病　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯　
科　
医

月 日 医院名 住所 電話番号
9月 22日 友成（町田）医院 町 田 0973-78-8811 9月 22日 桑 野 歯 科 医 院 日田市 0973-22-2556

23 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711 23 日 ま た け 歯 科 医 院 日田市 0973-28-7688
29 日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101 10月 13 日 ご とう 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0002

10月 6 日 友成（塚脇）医院 塚 脇 0973-72-0330 14 日 武 内 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3034
13 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167
14 日 高 田 病 院 春日町 0973-72-2135

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

穴
あ な い
井 千

ち よ こ
代 子 ７５ 南 恵 良

梅
う め き
木　 芳

よ し と
人 ８３ 桐 木 一

辛
からしま
嶋　 富

と み こ
子 ８９ 亀 鶴 苑

木
き つ き
付　 幸

ゆきなり
成 ７３ 菅原本村

岐
き べ
部　 義

よ し き
喜 ８０ 菅原本村

清
きよたけ
竹　 敏

としあき
明 ７０ 寺 床

佐
さ と う
藤冨

ふ じ み つ
士光 ８５ 寺 床

佐
さ と う
藤　 文

ふ み お
雄 ９２ 旭

佐
さ と う
藤　 靖

やすなが
長 ８８ 後 河 内

佐
さ と う
藤　 義

よしのぶ
信 ６９ 書 曲 三

菅
すが
　 正

ま さ ふ み
文 ６５ 湯 坪 下

野
の ぎ
木シ

し ず え
ズヱ ９９ 荻 釣 下

日
ひ の
野　 健

けんぱち
八 ７３ 野 矢

110 交通安全 2024.8月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 20 20
野 上 1 1 36 37
飯 田 2 2 104 106
南山田 3 2 50 52
計 6 5 210 215

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

大
お お の
野　 颯

ふ う か
奏 女 峻

しゅんぺい
平 岩 の 上

関
せ き や
屋來

ら あ さ
明采 女 空

しえる
　 宝 泉 寺

髙
たかくら
倉　 彩

さ な
愛 女 心

しん
引 治 二

髙
た か の
野　 龍

ら い
唯 男 正

ま さ よ し
義 青山通り

おめでとうございます

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

 編 集 後 記
　二十歳のつどいを取材させていただき
ました。私が二十歳のときはどんな風だっ
たかあまり思い出せませんが、今回新たに
二十歳を迎えた皆さんにはそれぞれ大きく
羽ばたいて欲しいと思います。
　そして来年２月１日に九重町が誕生して７０
周年を迎えます。表紙右下に町政施行７０
周年のロゴを掲載しています。今後の紙面
で昔の九重町の様子や出来事が分かるよう
な写真を紹介していきたいと思います
 　　　　　　　　　　　	 T.U

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

●�当番医設定のない休日の歯の急患は、別府口腔保健セ
ンター（別府市 0977-21-5657）で対応します。
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1歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、
九重町に住所があるお子さんが
対象です。
詳しくは九重町ホームページを
ご覧ください。

問 情報デジタル推進課
　　(☎ 76-3874)

10月がお誕生日のお子さん
9月２4日（火）

11月がお誕生日のお子さん
10月２5日（金）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ
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